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機能説明

① POWER LED�
本機に電源が供給されている事を示すLEDです。�

INPUT SECTION�

② STEREO MAIN FADER�
120mmロングストロークタイプのメインフェーダーで、本機に接続された主入力のレベルがコントロール可能
です。LR定位は固定となります。通常、コンソールのSTUDIO MONITOR SENDを接続します。

③ AUX SUB FADER�
70mmショートストロークタイプのサブフェーダーで、本機に接続されたAUX入力（合計6ch）のレベルがそれ
ぞれコントロール可能です。AUXアサインスイッチを押すことによりチャンネルONになります。�

④ AUX ASSIGN SW.
AUX入力された信号をL、R、センターのいずれかに定位させることが可能です。LR両スイッチを押すことに
よりセンター定位になり、また何も押さなければチャンネルOFFになります。

⑤ MONO MONITOR SW.
本機内のヘッドホンアンプ回路に送られる全ての信号をセンター定位モノラルにすることが可能です。

⑥ TALK BACK MIC.
内蔵されている高感度エレクトレットコンデンサマイクにより他との明瞭なコミュニケーションが可能です。こ
こで拾った音声はパワーサプライのTBアウトからラインレベルでバランス出力されます。

⑦ TALK BACK SW.�
このスイッチを押している間のみ、内蔵マイクが生きます。押しながら話して下さい。また、3台のブランチを
ドライブできるシステムステーションCOM2883を使用することにより、ブランチCOM2804同士の会話が可能
です。
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BOTOM VIEW

⑩

HEAD PHONE SECTION

⑧ HEAD PHONE LEVEL
本機のヘッドホンボリュームです。まずメインフェーダーをゼロ位置（ユニティー）に固定し、使用しやすい音量までヘッド
ホンボリュームを上げていってください。大出力のヘッドホンアンプ回路を搭載していますので上げ過ぎますとヘッドホン
を破損するばかりか聴覚に支障をきたす恐れが有りますので御注意下さい。

⑨ HEAD PHONE JACK�
A、Bは1／4インチステレオヘッドホンプラグ対応の出力、C、Dはミニステレオヘッドホンプラグ対応の出力です。1台から
最高4台までのヘッドホンを接続して使用できます。

INPUT

⑩ COM.CONNECTOR
専用パワーサプライから各オーディオ信号や±ＤＣＶの電源等を受け取るための専用コネクタです。
※ピン配列については別表を参照下さい。

メンテナンスに関する御注意
　
基板付けフェーダーユニットを採用しておりますので、フェーダー交換は御自分でなさらぬ様お願いいたします。
ボリューム等に接点不良やガリが生じる様になりましたらメーカーメンテにお出し下さい。






